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かにしたものである。論文はフランス語でA5 版225頁三部 6 章からなる。
第一部は見る行為の原点であるその対象の世界が，どのように現れるか，その初源の形の追求からはじまり，物の
初源，見る主体の初源である“je" の検討を行い，この je と可視的世界との関係を論じ，すべての観念をいったん
table rase 白紙の状態に戻して，純粋に見えるものへ還元するヴァレリーの根本的な思想構造にいたる。先見や知識





て， í純粋な感覚J (驚き)で受けとり， í再-認識J (問い掛け)し，さらに「認識J (理解)する後者の過程をあき
























な L、。「理解しないこと」を知性の人ヴァレリーにおいて，肯定的に読み， rカイエJ を中心としてデリダ， フッサー
ル，メルロー・ポンティなどの現代思想との接点を探る試みは，新鮮で意欲的であるが，たとえばヴァレリーとフッ
サールを結び、付けるはずの「還元」の概念、について，ヴァレリーとフッサールではその前提が異なり，やや無理な議
論の展開になっているo むしろ「純粋」への指向という同時代の思想的コンテクストの中で両者を見て関係づけるべ
きだろう。そのための思想史的な裏付けの作業が充分とは言えない。また叙述を明確にしようとするあまり，やや機
械的に論点が整理されているところもないわけではない。また本論文のタイトルについても，論文の内容を的確に示
すにはもう少し工夫があってもよし」しかしこれらの欠点は本論文の本質的な価値を損なうものではない。
以上の結果に基づき，本審査委員会は本論文を博士(文学)の学位にふさわしいものと認定する。
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